
 

 

令和元年 6月５日    

（通算第 36３号）     

問い合わせ先        

長野県庁園芸畜産課   

電話 026-235-7232   

 

 

６月５日、岐阜県山県市の養豚場において、豚コレラの疑似患畜が確認され

ました。引き続き、飼養衛生管理基準を徹底するとともに、野生動物侵入防止

対策を確実に実施してください。また、異常豚の早期発見・通報をお願いします。 
     

 

 

 

 
                                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 消石灰は、皮膚や目を痛める場合がありますので、散布の際は、消石灰が 

皮膚や目に付着しないよう、手袋を使用し、風向きに注意してください。 

 生石灰は、水を加えると発熱して危険ですから使用しないでください。 
 

  

家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 
佐久 0267-62-4123 飯田 0265-53-0439 長野 026-226-0923 
伊那 0265-72-2782 松本 0263-47-3223 県庁園芸畜産課 026-235-7232 

 

 

発生概況 発生農場：岐阜県山県市 養豚農場 8,122頭 

経 緯 
・６月４日：飼育豚で異常を認めたことから家畜防疫員が立入検査を実施 
・６月５日：精密検査の結果、疑似患畜であることを確認 

 

岐阜県山県市の養豚場で豚コレラ疑似患畜発生！ 

発生農場（25例目）の概要 

野生動物の侵入を防止し、感染のリスクを低減させましょう 

畜舎における野生動物の防除は、以下の３点を組み合わせて実施しましょう。 

環境整備 

駆除・捕獲 

防  除 

・こぼれた飼料は、こまめに片づけましょう。 

・除草や農場の整理整頓を心がけましょう 

・ネズミ対策のための、粘着シートの設置や殺鼠剤の散布を 

定期的に実施しましょう 

・フェンスや電牧等は定期的に点検しましょう。 

・フェンスの下部を何度も破られる場合は補強が必要です 

畜舎 

消石灰※ 
散布量の目安 

０．５～１．０kg/ｍ２ 

※消石灰は、消毒効果のあるアルカリ度

の高いものを使用してください。 

畜舎周囲 

2ｍ幅以上に散布 

農場外縁部 

2ｍ幅以上に散布 
定期的な消石灰散布を実施しましょう 

異常豚の通報

はこちらへ 


